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ネギの周年生産のための春夏どり栽培 

(１) 春夏どり栽培技術 

農林総合研究センター（園芸研究所） 
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１ 技術の特徴 

ネギは一年を通して需要があるが、埼玉産は秋～冬が主力で、春～夏は抽だい抑制や生育促進など

の技術的な課題があり出荷が少ない。そこで、園芸研究所などが開発した平床移植機を活用した５～

８月出荷技術を確立し、周年生産を実現した。 

 

２  技術内容                       

 (１) ５～６月どり生産技術 

ア 沖積土壌では、「春扇」を利用することで５月中旬どりが可能である。 

火山灰土壌では、土壌の乾燥等により冬期の生育が遅いため、５月どりは困難である。 

イ 収量、品質の面から、６月どりは「春扇」「羽緑一本太」、７月どりは「秀蔵」「いさお」、

８月どりは「夏扇４号」「長宝」「夏扇２号」等の品種が適している。 

ウ ５～６月どりする場合、９月下旬～10月中旬にハウス内（地床）で育苗する。葉鞘径が７～８

mmとなる１月中旬～２月上旬に平床移植機で定植し、直ちにマルチとトンネル被覆を行う。マ

ルチは畝間にグリーンフィルムを展張し、トンネルは、厚さ0.05mmの農ビまたは農ＰＯフィルム

で２畝分をまとめて１つのトンネルで被覆する。これにより温度と水分が適度に保たれ、抽だい

の回避と生育促進を図ることができる。 

ウ トンネル栽培期間中（１～３月）は、土壌が乾燥して生育が遅れる場合があり、特に火山灰土

壌では注意する必要がある。生育促進には潅水チューブによる潅水が効果的である。トンネルの

穴あけ換気は気温の上昇する３月上旬を目安に開始する。換気孔は気温の上昇と並行して順次増

やしていき、３月下旬～４月上旬にトンネルを除去する。日中の過度の高温を避けることでネギ

の生育が促進される。 

 (２) ７～８月どり生産技術 

10月中旬～11月上旬にハウス内（地床）で育苗する。葉鞘径が７～８mmとなる３月上旬～４

月上旬頃にほ場に定植する。トンネルやマルチなどの資材は不要である。 

 

３  具体的データ 

表 作型別栽培暦 

 



 

 

図１ 定植時の様子（左：写真、右：模式図、畝間にグリーンマルチを敷設し２畝分をトンネル被覆） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 苗の太さ、マルチの有無と抽だい割合、収量       図３ 換気の早晩、灌水の有無と総収量 

注）供試品種：「春扇」                        注）灌水：２月18日,３月24日,４月９日 

播種:10月１日,定植:１月18日,収穫:６月11日                  10～15mm相当/回 

                                     供試品種:「春扇」 播種:９月30日 

                            定植:２月５日,収穫:６月22日 

 

４  適用地域                      
 
  県内全域 
 

 

５  普及指導上の留意点             

  トンネル内土壌は乾燥しやすく、乾くと生育遅延を招くため、定植、マルチ、トンネル張りは土

壌水分が十分ある時に行う。 

 

６  試験課題名（試験期間）、担当   

平床移植機を活用した作期拡大技術によるネギの省力周年生産体系の確立（2007～2009）、園芸研

究所（露地野菜担当、野菜・花担当）、戦略プロジェクト第１研究担当、食品開発・流通担当 

 

 


